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本セミナーはZoom Webinarを利用して配信いたします。
当日は5分前より入室可能となります。
なお、モバイル端末にてご参加予定の先生におかれましては、あらかじめApp StoreやGoogle Play等で
Zoomアプリのインストールをお願いいたします。

日本では、安定冠動脈疾患の診断ストラテジーにおいて冠動脈CTAファーストが確立し

ている。しかし、冠動脈CTAで閉塞性病変を検出しても機能的虚血がある割合は半分以

下といわれており、ガイドラインでも心筋血流SPECTなどの機能検査が推奨されている。

FFRCTは、冠動脈CTAのデータを解析するだけでFFRを推定できる解析法として注目

されており、現時点で約240施設が診療報酬を請求できる体制を整えている。本講演で

は、FFRCTと心筋血流SPECTの特徴を整理して、FFRCTが適した症例、心筋血流SPECT

が適した症例について解説したい。

こんなときはどっちを使う？
FFR or 心筋血流SPECTCT

https://landing1.gehealthcare.com/nmp_Cardio261021.html
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